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〔背景〕Processing.jsで記述されたウェブ教材は、

ブラウザで動作し、インタラクティブな操作ができる

ため、生徒・学生の理解促進に役立つことが期待できる。

〔問題〕教材の準備に手間がかかったり、思うような
教材を探すのが難しかったり、改変がしにくかったり
する。

〔提案〕発表者が開発したウェブプラットフォーム
Processing.js Playground では、アカウントを作成すれば
誰でも既存の教材ソースコードをコピーして改変し、
授業等で使用することができる。
また、共有・流通・共創の仕組みにより、教材の質を
高めることをねらっている。

〔関連〕p5.js Web Editor

https://pjs.istlab.info

未ログインでも
教材はみれます

ソースコード
編集画面


